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　1940 年代と 1960 年代という二つの「激動期」（前者は主に政治経済，後者は社会文化の）には
















　この彼の作品は，1950 年代が彼の生育と活躍の時期が 1940 年代と 1960 年代にはさまれている







政治やその延長上としての 1950 年代を見直す作品を世に送っている一人にデルトン（Jennifer 
Delton）がいる。Rethinking the 1950s：How Anticommunism and the Cold War Made America 








1991 年，第二巻 1993 年，第三巻 2008 年）である。この本は確かに第一巻で，1945 年から 1949 年
を扱っているが，ハイライト部分は自身の労働運動への関与が本格化する 1950 年代を扱う第二巻



















を中心とした民衆組合” とは（上）（下）」『大原社会問題研究所雑誌』564 号，565 号，2005 年 11





































Denning）の The Cultural Front：The Laboring of American Culture in the Twentieth Century
（London and New York：Verso, 1996）がある。デニングは，1930 年代のアメリカのニューディー
ル期の CIO（産別会議）を基盤とした左翼リベラルの運動を，当時共産党を含むその主導勢力が
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ンターナショナル」というべき歌で「Solidarity Forever」がある。この原曲は 19 世紀半ばの黒人
霊歌であり，それは南北戦争時に「Battle Hymn of Republic（共和国讃歌）」としてその後合衆国
の事実上の第二ないし第三国歌として特に軍人の間で歌われたものの歌詞を変えたものだ。実はこ
の賛歌は明治期に音楽教育の教材として日本に入り，その後の数奇な運命をたどったことが，音楽
史の研究者によって明らかにされている。
　また赤い歌集の歌は 1930 年代からアメリカのフォークソングとして広く歌われ，それはまたア
メリカの「歌う労働運動」，さらに公民権運動やベトナム反戦運動とフォークソングの密接な運動
結合において大きな役割を果たす。それはまた日本のフォークソングとべ平連をはじめとする 70
年安保前後の日本の学生運動，労働運動との密接な運動結合にも大きな影響を与えた（篠田徹「裏
声で歌え “共和国賛歌” ―トランス・パシフィック・サンディカリストという運動系譜」梅森直
之・平川幸子・三牧聖子編著『歴史の中のアジア地域統合』勁草書房，2012 年）。
　似たようなことは文学でもいえるかもしれない。労働者文学運動であれば，20 世紀のプロレタ
リア文学運動として考えた場合，第一次大戦前後の日本での発展において，多くのアメリカの作家
や前田河一郎などアメリカでの滞在経験をもつそれのアメリカを舞台にした作品の存在は見逃せな
い。もちろんプロレタリア文学運動は世界的に展開されたものであり，日本に影響を与えた作品や
作家はアメリカに限らないが，やはりこのジャンルでのアメリカの影響は特別である。
　一方これまではプロレタリア文学運動の範疇に入れられてこなかった 20 世紀の記録文学やルポ
ルタージュ，ノンフィクションといったジャンルも，この世紀の文学の書き手を拡大する運動，さ
きほどのデニングの言葉に倣って文学の「労働化」とみなせば，日本の戦前戦後の生活綴り方運動
やその後の民俗学の興隆は，1930 年代のアメリカの WPA（雇用促進局）のフォークロア・プロ
ジェクトや，解放前後の中国の白話運動や革命文学との連関を見逃すことはできない（篠田徹「東
方に相似あり―普遍としての日米中「三〇年代文学」」蘆田孝昭教授退休紀年論文集編集委員会
編『蘆田孝昭教授退休紀念論文集　二三十年代中国と東西文芸』東方書店，1998 年）。
　さらに 1950 年代の労働者文化運動を，社会主義の大衆的受容という観点から考えた場合，そこ
には中国革命の影響は大きなものがあったが，その実態の多くは，エドガー・スノーの『中国の赤
い星』をはじめとするアメリカ人の戦前解放区の実態を報告した一連の作品がこの時期翻訳された
ことによってもたらされた。また同じ頃，岩波新書をはじめ社会主義の入門書が，アメリカの左翼
知識人による大衆的啓蒙書の翻訳でよく売れたことと合わせて，日本の労働者大衆はアメリカの左
翼文化を通じて社会主義を学び，革命中国を理解していたということも覚えていていいだろう。
　ことほどさように 1950 年代の労働者文化運動の研究は，われわれに多くのことを学ぶ，あるい
は学び直す機会を与えてくれる豊かな土壌である。
 （しのだ・とおる　早稲田大学社会科学総合学術院教授）　
